
　
　

　
　主な成果
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頭を寄せ合って考え中

１　新体力テストでは、昨年度の全国平均　を提示しその記録を上回れるように意識　づけを行った。２　生徒の実態と運動の特性を踏まえた単　元指導計画を作成し、指導内容の明確化　と学習評価の充実を図った。３　ＩＣＴ機器を活用し、生徒同士で自己　の運動を撮影した動画を見て、互いに動　きのポイントを確認し合う学習場面を設　定した。４　全校集会等で、新体力テストの全種目　で前年度の当該学年の全国平均値を上回　った生徒を対象に、「体力優秀賞」（広　島市教育委員会交付）の表彰を行った。 ３週間にわたる練習で団結力ＵＰ

教え「愛」・助け「愛」・支え「愛」
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実践の様子（写真）
広 島 市 立 観 音 中 学 校
　生徒数　　603人

　TEL　082-232-0458１　「生徒同士のつながり」を通じて、運動の　楽しさを知り、自己の体力を向上しようとす　る態度を育み、仲間と協力して運動に親しも　うとする習慣を身に付ける。２　運動の苦手な生徒が「わかる」「できる」  実感をもつことができるよう、保健体育科の  授業改善を行い、体力の向上を図る。
　⑷学習したことを実生活に生かす取組　　体つくり運動の学習では、自己の体力の　　状況を把握させ、実生活での改善方法を　　考えさせながら、課題に応じた運動の計　　画を作成させる。２　各教科及び特別活動との関連を図った取組　⑴各教科で少人数（4人）のグループを編成　　し、生徒が主体的に課題解決に取り組ん　　だり、仲間同士でアドバイスができるよ　　うな学習場面を設定する。　　⑵「宿泊研修」（１年生４月）で、「かか　　わり合い」の意義について学習する機会　　を設ける。　　⑶「体育大会」（毎年６月）の種目に、ム　　カデ競争や大縄跳びを取り入れ、クラス　　の仲間と協力して楽しく運動を実践でき　　る機会を設ける。 心と声を合わせて一歩ずつ「さっきより上手にできてるよ！」

高まる体力要素を意識して、しっかりと取り組む「どすこい！！」と気合を入れて！！

①　授業等で「生徒同士のつながり」を仕組むこ　とにより、生徒同士が教え合い、楽しく体力つ　くりに取り組む状況が見られた。また、武道の　授業に相撲を取り入れ、指導方法の工夫・改善　を図ることにより、運動に対して苦手意識をも　っていた生徒も意欲的に取り組む状況が見られ　た。②　平成26年度全国体力・運動能力調査における　生徒質問紙調査で、「保健体育の授業は楽しい」　と回答した生徒の割合が、全国平均を上回った。

実践の様子（写真）
１　保健体育科の授業改善　⑴年間指導計画の見直し・作成　　学校の実態、生徒の心身の発達段階や特　　性等を考慮し、中学校の３年間を見通し    た上で、年間指導計画の見直し・作成を    行う。（武道の授業では、１・２学年に    相撲を取り入れる。）　⑵補強運動の充実　①授業の導入に、力強い動きを高めるため　　の運動（腕立て伏せ、馬跳び、腹筋、背    筋）を取り入れ、計画的・継続的に補強    運動を実施する。　②「主運動との接続を図った運動事例集（　　平成25年広島市教育委員会）」を参考に、　　各単元や内容の特性に応じた補強運動を　　実施する。　⑶言語活動の充実に向けた取組　①各運動場面で、仲間のよい動きに賞賛を    送る、互いの良い動きを認め合う、互い    に教え合うなどのコミュニケーションを    図る学習活動を充実する。　②自己の課題解決に向けて、技術的なポイ　　ントなどの視点を明確にし、互いの動き　　を観察させる学習活動を充実する。　
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体育大会での大縄跳びの様子

実施目的

実施内容

実施上で工夫したこと

相撲の授業の様子 計画的・継続的に補強運動を実施

体育大会でのムカデ競争の様子

全校生徒における総合評価ＡＢの割合（全校生徒における総合評価ＡＢの割合（全校生徒における総合評価ＡＢの割合（全校生徒における総合評価ＡＢの割合（%%%%）の推移）の推移）の推移）の推移

24.624.624.624.6 31.631.631.631.602040
6080100

平成25年度 平成26年度
男子男子男子男子

42.742.742.742.7 54.954.954.954.9
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6080100

平成25年度 平成26年度
女子女子女子女子7.07.07.07.0 12.212.212.212.2

宿泊研修の様子

タブレットを活用した交流場面の設定


